
 

 

 

  

  

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

グループワークができないことや、誰と

も喋らずに昼食をとることがとても寂しか

ったです。在宅学習期間中は集まっての勉

強ができず、数人で電話にて勉強しました。

登校できるようになってからは、クラス全

員で国試合格に向け取り組みました。 

最も印象に残っているのは、中止となっ

た精神保健福祉援助実習に替わる学内実習

です。これまで、足並みを揃えることには

苦労するクラスでしたが、全員が 1 日 

も休むことなく先生とも様々なことをやり

取りし、とても楽しい雰囲気でした。 

4 月からはようやく目指していた PSW に

なれます。始めは仕事を覚えるのに必 

死だと思いますが、どんな時も患者さん 

と真摯に向きあい、その方が望む 

生活や思いに少しでも近づけるよ 

うな支援をしてきたいと思ってい 

ます。      【古家 奈苗】 

在宅学習があけての登校では、去年と違

う雰囲気に戸惑いがあったと思います。去

年のように友達と仲良く話すことができ

なかったことや、リモート学習に苦労しま

した。 

この 1 年間で頑張ったことは、クリスマ

スコンサートです。春からクリスマスコン

サートに向けた授業をリモートで行い、ク

ラスの皆で一から台本や衣装を作りまし

た。本番は姉妹園の子どもたちを呼ぶこと

はできなかったのですが、無事に本番を迎

えることができたのが印象に残っていま

す。 

卒業後はコロナで就職先の対応がどの

ようになっているかは分かりませ 

んが、早く子どもたちに名前を覚 

えてもらって楽しく過ごしたいと 

思っています。  【新田 祐芽】 
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読
め
ば
わ
か
る
私
た
ち
の
学
び
舎 

～ 

『
卒
業
生
へ
贈
る
言
葉
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皆
さ
ん
、
卒
業
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
保
護
者
、
ご
親
族
の
方
々

も
、
皆
さ
ん
の
卒
業
に
、
大
き
な
喜
び
を
感
じ
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

皆
さ
ん
は
、
今
、
卒
業
証
書
を
手
に
し
、
こ
れ
ま
で
の
学
園
生
活
を
、

い
ろ
い
ろ
と
思
い
返
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
初 

め
て
親
元
を
離
れ
、
一
人
暮
ら
し
に
苦
戦
し
た
日
々
の
こ
と
。
バ
イ
ト
と 

学
業
の
両
立
に
悩
ん
だ
こ
と
。
友
人
関
係
等
の
躓
き
で
、
足
が
学
園
に
向
か
な
い
日
が
あ
っ

た
こ
と
。
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
専
門
的
な
学
習
に
つ
い
て
行
け
る
か
ど
う
か
、
不
安
を
覚

え
た
日
々
の
こ
と
。
皆
さ
ん
は
、
そ
う
し
た
悩
み
や
困
難
を
、
家
族
や
友
人
、
教
職
員
の
支

え
の
も
と
、
自
ら
の
意
志
で
乗
り
越
え
、
晴
れ
て
本
日
の
卒
業
式
と
い
う
舞
台
に
立
つ
こ
と

が
出
来
た
の
で
す
。
皆
さ
ん
の
頑
張
り
に
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し
ま
す
。 

  

さ
て
、
時
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
コ
ロ
ナ
禍
で
す
。 

 

誰
が
こ
ん
な
に
重
く
、
長
い
戦
い
に
な
る
と
考
え
た
で
し
ょ
う
。
人
生
に
は
、
予
測
不
能

の
出
来
事
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
困
難
を
こ
と

ご
と
く
克
服
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
ち
ょ
う
ど
10
年
前
に
発
生
し
た
、
死
者
・
行
方
不

明
者
等
が
2
万
人
以
上
に
も
及
ん
だ
、
未
曾
有
の
自
然
災
害
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
、
仲
間

た
ち
が
勇
気
を
持
っ
て
立
ち
上
が
ろ
う
と
し
て
い
る
姿
を
見
て
も
理
解
出
来
ま
す
。
そ
の
根

底
に
あ
る
も
の
は
、
一
体
何
な
の
か
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
イ
タ
リ
ア
・
ミ
ラ
ノ
の
あ
る
高
校
長
の
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
生
徒
に

示
し
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
世
界
的
に
話
題
に
な
り
ま
し
た
。「
１
６
３
０
年
、
ミ
ラ
ノ
に
お
い
て
、

28
万
人
の
死
者
数
を
出
し
た
ペ
ス
ト
が
町
を
襲
っ
た
時
の
混
乱
、
外
国
人
へ
の
恐
怖
、
感
染

源
の
ヒ
ス
テ
リ
ッ
ク
な
捜
索
、
専
門
家
へ
の
軽
蔑
、
デ
マ
、
ば
か
げ
た
治
療
法
、
必
需
品
の

盗
難
等
、
全
て
の
も
の
が
今
こ
こ
に
あ
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
す
最
大
の
脅

威
は
、
社
会
生
活
や
人
間
関
係
へ
の
汚
染
だ
。
こ
の
よ
う
な
中
で
、
私
た
ち
が
最
も
大
切
に

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
人
間
ら
し
い
思
い
や
り
を
忘
れ
な
い
こ
と
だ
と
思
う
。
」
と
。 

 

本
道
に
お
い
て
も
、
一
時
、
罹
患
者
や
、
医
療
従
事
者
・
介
護
施
設
等
で
働
く
方
々
へ
の

偏
見
、
誹
謗
中
傷
と
い
っ
た
悲
し
い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
人
々
に
対
し
、

現
在
で
は
、
様
々
な
支
援
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
市
町
村
で
は
、
応
援
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
感
謝
の
思
い
を
伝
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
募
集
し
ま
し
た
。
そ
の
中
の

一
つ
に
、「
今
回
の
コ
ロ
ナ
が
、
日
常
生
活
に
お
い
て
、
医
療
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
ど
こ
か

当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
自
分
に
対
し
、
そ
れ
は
、
昼
夜
を
問
わ
ず
、
身
も
心
も
削
り
な
が

ら
寄
り
添
っ
て
く
れ
る
方
々
の
お
陰
だ
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
教
え
て
く
れ
た
。
私
た
ち
が

コ
ロ
ナ
と
闘
う
武
器
は
、
思
い
や
り
、
助
け
合
う
絆
だ
と
思
う
。」
と
。
こ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、

全
く
の
異
国
で
あ
る
イ
タ
リ
ア
の
高
校
長
の
言
葉
と
重
な
り
ま
す
。
全
世
界
の
常
識
人
、
善

良
な
人
々
の
思
い
と
重
な
る
の
で
す
。 

 

困
難
を
克
服
す
る
時
の
原
動
力
と
な
る
も
の
、
そ
の
時
の
根
底
に
あ
る
も
の
の
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、「
思
い
や
り
・
絆
」
だ
と
考
え
ま
す
。
人
の
た
め
に
何
か
出
来
る
こ
と
を
し
よ
う
と
考

え
る
こ
と
。
自
分
も
人
か
ら
見
守
ら
れ
て
い
る
と
感
じ
ら
れ
る
こ
と
。
こ
れ
を
理
解
す
る
こ

と
が
出
来
た
時
、
人
に
は
大
き
な
力
が
漲
る
の
だ
と
思
う
の
で
す
。 

 

そ
し
て
、
皆
さ
ん
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
最
も
大
切
に
考
え
、
実
践
し
て
き
た
学
校
が
我

が
吉
田
学
園
だ
と
い
う
こ
と
も
忘
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
コ
ロ
ナ
禍
で
困
っ
て
い
る
学
生
に

対
し
、
学
園
独
自
の
支
援
策
を
2
回
に
も
わ
た
っ
て
実
施
し
た
学
校
は
、
他
に
は
あ
ま
り
な

い
と
思
い
ま
す
。 

 

こ
の
吉
田
学
園
か
ら
、
皆
さ
ん
は
今
飛
び
立
と
う
と
し
て
い
ま
す
。
戦
い
は
こ
れ
か
ら
で

す
。
ど
う
か
皆
さ
ん
、
65
年
の
歴
史
と
伝
統
を
持
ち
、
3
万
名
に
も
達
す
る
同
窓
生
が
ス

ク
ラ
ム
を
組
む
、
道
内
屈
指
の
教
育
機
関
に
成
長
し
た
、
我
が
吉
田
学
園
に
お
い
て
、
学
ん

だ
知
識
や
技
術
、
取
得
し
た
資
格
、
そ
し
て
、
何
よ
り
も
、
人
格
と
し
て
身
に
付
け
た
、
他

者
を
、
他
者
と
の
絆
を
大
切
に
思
う
心
を
大
き
な
武
器
と
し
て
、
果
敢
に
人
生
を
切
り
開
い

て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

本
日
、
こ
の
佳
き
日
に
卒
業
す
る
全
員
の
前
途
に
、
幸
多
か
ら
ん
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
、

式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

 

学
園
長 

大
山 

節
夫 

学校が大通りにあるということもあ

り、コロナウイルスに感染しないか不安

になっている人も多かったです。コロナ

禍ということで在宅学習が多かったの

で、久しぶりに学校でクラスメイトに会

えると嬉しく、クラスのみんなも楽しそ

うに話しているところがありました。 

印象に残っているクラスの取り組み

は、グループ内で協力したり、ペアを組

んで取り組んだことです。特に、国家試

験に向けてクラスのみんなと協力して一

緒に勉強したことがとても頑張ったこと

です。 

今後は社会人として、また、介護にた

ずさわる人間として、頑張っ 

ていきたいです！ 

【大舘 真緒】 



☆今号の似顔絵コーナー☆ わたしが書いた○○先生は？？ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

●進め方 

①２拍子を数え、 

どちらか一方の手を上下に振り動作をします。 

②３拍子を数え、反対側の手を使って三角形をつ

くるように動かします。 

③両手を一緒に動かし、ゆっくり練習します。数字

を数えながら進めると６つ目で両手が合います。 

④何度か練習を繰り返した後、みんなで歌いながら

一斉に動かしてみます。 

●ポイント 

 体操の代わりにこのゲームを実施することで、リハ

ビリ効果や脳の活性化につながります！ 

今年度の介護実習はコロナウイルスの感染状況を考慮し、予定し 

ていた日程より延期…延期…。何とか現場で実習できないかと検討を

重ねましたが、6～7 月の 2 年生実習は 10 月に、10～11 月の 1年生実

習は 2 月に学内で実施しました。 

実習施設からいただいた実際の介助方法の動画を確認後、その方に

合った介助を実践できるよう取り組みました。また、オンラインにて

利用者とコミュニケーションを図ったり、多職種から講話をいただい

たりと、実習の目的・目標を達成できるよう取り組みました。 

特に 1 年生にとっては、入学直後から施設見学やボランティア活動

が制限され、介護施設や利用者理解を深められない 1年でした。しか

し、実習終了後の報告会では、「色々な施設について知り、様々な職種

の方の話を聞くことができ、学内実習であったからこそできた学びも

ありました。」や「利用者の方とのコミュニケーションでは、オンライ

ンだからこそ表情や相槌、ジャスチャーなどを多く活用しなければ伝

わりにくく、非言語コミュニケーションが大切であることを実感しま 

  した。」等の発表がありました。指導者や利用者の方々のご 

協力があってこそ、このような学び 

ができ、学科教員一同感謝して 

います。 

参考書籍：基本のアイスブレーキング・ゲーム（公財）日本レクリエーション協会 

監 修：長江 孝先生 

NPO 法人こども共育サポートセンターの代表理事をされており、介護・社会福祉学科の授

業『レクリエーション支援』、保育未来学科の授業『こどもとレクリエーション』を担当。これま

で 300 種類以上の体験活動プログラムの企画・運営に携わり、1000 人以上の若者ボラ

ンティアと 8000 人以上の子どもたちに体験活動を通した育ちの場を提供されています。 

1/18(月)～3/4(木)3 年生が『精神保健福祉援助実習』を 

行いました。新型コロナウイルス感染症の流行以降、6 月の 

相談援助実習は中止…、現場で学べることがいかに重要な機会 

であったかを痛感していたこともあり、コロナの流行状況に一喜 

一憂しながらも、全員で感染予防対策を行い準備しました。コロナ禍

においても実習生を受け入れてくださった施設・機関のみなさま、そし

て患者・利用者の方々には心よりお礼を申し上げます。以下、実習から

帰ってきた学生たちの感想です。 

❖大関拓真さん【実習先：医療法人五風会さっぽろ香雪病院】 

「実習を経験することで、専門職として働くことを実感できました。 

また、患者さんとのかかわりを振り返ることで、自分の物事の考え方 

や価値観に向き合い、自分自身を知ることにもつながりました。実習 

は大変でしたが、とても貴重な経験を得ることができました。」 

❖新鞍勇人さん【実習先：医療法人社団彌和会三浦メンタルクリニック】 

「今回の実習を通して患者のみなさんの温かい人柄や細やかな気遣いに 

触れ、精神疾患を患う方々への印象が 180 度変わりました。その一方 

で、精神疾患に向けられる社会の目の厳しさや疾患を抱えて生きるこ 

との生きづらさなども知りました。実習に行かなければ感じるこ 

とのできなかった気づきや問題意識を 

持つことができました。」 

 

 令和 3 年度 4～9 月行事予定 
 
※コロナウイルス感染状況により、変更する可能性があります。 

●学園行事 
4/7(水) 入学式 
9/26(日) 学園祭 
●学校行事 
 4/1(木) 進級生始業式 
 4/21(水) 就職セミナー（卒業学年） 
●介護福祉学科・社会福祉学科共通 
6/14(月)～17(木) 介護福祉基礎実習①（１年） 
6/29(火) 外出レク（１年） 
7/19(月)～22(木) 介護福祉基礎実習②（１年） 
7/19(月)～8/24(火) 介護実習Ⅱ－①（２年） 
9/1(水) 介護実習報告会（１・２年） 
9/21(火)～24(金) 介護福祉基礎実習③（１年） 
●介護福祉学科 
4/26(月)・6/14(月) 介護福祉士学内模試（２年） 
6/5(土) 社会人常識マナー検定（2 年） 
9/21(火) 介護福祉士全国模擬試験（２年） 
●社会福祉学科 
5/17(月)・9/21(火) 社会福祉士学内模試（４年） 
6/7(月)～24(木) 精神保健福祉援助実習（４年） 

 6/7(月)～7/9(金) 相談援助実習（３年） 
 7/14(水)・8/24(火) 共通科目学内模試（４年） 
 7/27(火) 精神保健福祉援助実習報告会（３・４年） 
 9/7(火) 介護福祉士全国模擬試験（３・４年） 
 9/25(土) 社会人常識マナー検定（３年） 
●保育未来学科 
4/14(水) １年生を迎える会（１・２年） 
4/28(水) えりっこ観劇・ワークショップ（１・２年） 
6/7(月)～17(木) 保育実習Ⅱ（保育所）（２年） 
6/30(水) 保育実習報告会（１・２年） 
7/5(月)～20(火) 保育実習Ⅰ（施設）（２年） 
8/4(水) 施設実習報告会（１・２年） 

似
顔
絵
の
正
解
と 

先
生
へ
の
質
問
の
答
え
は 

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を 

ご
覧
く
だ
さ
い
♪ 

 

 

実践している 

動画もぜひっ‼ 

ご覧ください♪ 

 

●進め方 

①支援者は参加者に見えるよう、片手を上から

下、もう一方の手を下から上に動かします。 

②参加者は支援者の両手が重なるタイミングで

拍手を 1 回します。 

③これを何回かくり返して行います。 

●ポイント 

 遊びが始まるときなど、遊びを通して支援者

に注目を集めるときに役立ちます！ 

【編集後記】 

誰もが「こんな年になるなんて…」と思った 1 年であったと思います。突然の休

校・在宅学習、その後のオンライン授業など目まぐるしく変わる“激動の 1 年”

でした。毎朝の体温測定、マスク着用、こまめな消毒、ソーシャルディスタンス

など、学生たちは真面目に取り組み本当によく頑張りました。新年度も 

力を合わせて進んでいきたいと思います。   学校新聞委員会 

発行元 

専門学校北海道福祉・保育大学校 学校新聞委員会 

所在地：札幌市中央区南 3条西 1丁目 15番地 

電話：011-272-6085 

ホームページ：https://yoshida-fukushi.jp 

作：保育未来学科 2年 

伊藤 文音さん 

作：介護福祉学科 1 年 

辻 和希さん 

 ≪Q&A≫ 
Q.どのような存在？ 
…みんなのお母さんです！ 
Q.良いところは？ 
…平等で、どんな質問にも
真剣に答えるところ。 

Q.先生に聞いてみたいこと
は？ 

…①どうしてそんなに穏や
かでいられるのですか？ 

 ②好きなスイーツは？ 
 ③愛読書を教えてくださ
い！ 

≪Q&A≫ 
Q.どのような存在？ 
…介護福祉学科1年の聖母
です。 

Q.良いところは？ 
…笑顔が素敵な人です！ 
Q.先生に聞いてみたいこと
は？ 

…①初恋はいつですか？ 
 ②介護福祉士になったき
っかけは？ 

 ③クラスのみんなに一言
お願いします！ 

12/9(水)毎年恒例のクリスマスコンサートが行われま

した。 

今年はコロナ禍での開催ということで、徹底した感染予

防対策をし無観客で開催しました。1年生が楽器演奏とダ

ンス、2 年生は各選択授業の学びを活かした創造劇を行い

ました。演目は『カラフルサンタのクリスマス』で、自分

たちが考えたオリジナルストーリーです。 

各学年、出番以外は教室からリモート鑑賞ということで

寂しい部分もありましたが、両学年とも精一杯の力を出し

切り発表に取り組んでいました。慣れない環境の中で真摯

に努力してきた日々。例年のように子どもたちの前で演じ

ることは出来ませんでしたが、当日は誰も欠けることなく

全員万全な体調で参加し、一人ひとりとても良い表情を見

せていました。 


